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☆ 実施日時 ☆  平成２８年 ９月 ７日（水）  １３：１５～１４：３０ 

                    

☆ テ ― マ ☆  「手話を使ったコミュニケーションを深めよう」 

  

☆  講  師 ☆  福島県立聾学校福島分校 教諭 原田久博先生  

 

 

 

平成２８年度 

第４回 みみらんどセミナー 

「手話について」 

★日本語対応手話 

 聞こえる人が勉強して身につけ

た手話。日本語に対応させた手話。 

 

★日本手話 

 聴覚障害者同士が使う手話。  

 手、表情、視線、口形や身体の動

きなども一緒に使う。独自の文法。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

〇内耳にある蝸牛で、音は電気信号

に変換され、脳に伝わります。 

 

〇蝸牛の中には有毛細胞があり、入

り口付近は高い音、奥付近は低い

音に反応します。 

 

〇中耳までの経路に障がいがある

と「伝音性難聴」、内耳以降だと

「感音性難聴」といいます。 

★音の歪みや高音・低音の聞き取りにくさなど

一生懸命聞いていても、難しさや苦労、疲労感

が出ます。そこで、得意な視覚情報の１つであ

る手話を使って、ここを補うことができます。

表情、視線、身振り、指さしなど豊かな手話を

使うことでより多くの情報が保証され、コミュ

ニケーションも深まります。 

  

 

 

 

 

 

① スキンシップ遊びをしましょう。 

② まねっこ遊びを楽しみましょう。 

③ 繰り返しの遊びを楽しみましょう。 

④ オーバーリアクションでやりとりを豊

かにしていきましょう。 

⑤ 日常生活の何気ない場面で細やかにか

かわりましょう。 

⑥ 「指さし行動」には、共感的にかかわ

りましょう。 

⑦ 共感的なかかわりを通して、視線を合

わせていきましょう。 

 

※具体的なかかわり方については、資

料があります。ご希望の方は 

ご連絡ください。 

 

 

◇参加者の皆様からの感想 

「手話でいろいろな表現ができ

ること、言葉よりも確実に伝わる

可能性が高いことを知ることが

できて良かったです。」 

「表情を加えることで幅が広が

ることが分かりました。自分でも

取り入れられると思いました。」 

★グループ学習の場面では、友達のいろいろな

考えを多く知ったり、情報をしっかり仕入れた

りすることができます。 

 →多様な価値観、認め合い・尊重する気持ち

が育ちます。 

 →自分たちで物事を話って決める経験や主体

性が向上したり、学習効率や効果も上がっ

たりします。 

手話でコミュニケーションが深まります 

 
★最近の研究では、手話を早期から導入して日

本語力がついてきたとの報告があります。手話

は概念を広げやすいです。手話で概念を広げ、

日本語と一致させることで日本語も育ちます。

手話でのコミュニケーションが高まる一方、日

本語が追いつかないケースもあります。その場

合は手話で広げた概念に、ていねいに日本語を

確認していくことが大切です。 


